
扶養親族数 なし １人 ２人 ３人

65歳以上 所得限度額 1,077,600円 1,491,600円 1,852,800円 2,228,240円

65歳以上 2,277,600円 2,691,600円 3,052,800円 3,470,986円

65歳以下 1,936,800円 2,488,800円 2,970,400円 3,470,986円

（4人以上は2,228,240円に1人につき484,400円加算した金額）

年金収入額

☆扶養親族数には、同一生計配偶者を含む

発 行：くらしの相談センター
〒210-0005 川崎市川崎区東田町１０－３６ 電話＆FAX ２４６－６８２３
E-Mail h-miyahara@siren.ocn.ne.jp (HP)http://kurasino-soudan.jimdo.com/

そ
の
①
５
月
中
旬
、
表
の
看
板

を
見
た
と
い
っ
て
小
川
町
に
住
む

Ｓ
さ
ん
が
相
談
に
。
学
校
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
す
る
会
社
に
ア
ル
バ
イ

ト
で
働
い
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
問
題
で
学
校
が
休
校
に
な
り
、

４
月
中
旬
か
ら
仕
事
が
全
く
な
く

な
り
貯
金
を
下
ろ
し
て
繋
い
で
き

た
が
、
家
賃
も
払
え
ず
所
持
金
も

２
千
円
し
か
な
い
と
い
う
も
の
で

し
た
。

生
活
保
護
を
申
請
す
る
し
か
な
い

と
話
し
、
福
祉
事
務
所
に
同
行
し

生
活
状
況
を
話
す
と
、
面
接
担
当

者
は
「
大
変
で
す
ね
」
と
審
査
に

か
け
て
「
な
る
べ
く
早
く
受
理
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
。

た
だ
一
つ
困
っ
た
こ
と
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
は
い
え
、
社
会
保
険

に
入
っ
て
い
な
い
と
仕
事
が
で
き

な
い
。
逆
に
生
活
保
護
を
受
け
る

場
合
は
、
社
会
保
険
を
や
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
学
校
が
再
開
さ
れ
る
ま
で

の
つ
な
ぎ
の
生
活
保
護
、
と
い
う

こ
と
で
会
社
も
了
承
し
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
の
②
４
月
下
旬
、
池
上
新

町
に
住
む
Ｎ
さ
ん
が
知
人
の
「
と

り
け
い
」
さ
ん
の
紹
介
で
相
談
に

見
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
話
を
聞
き

ま
す
と
、
昔
、
生
命
保
険
会
社
で

働
い
て
い
た
時
に
、
同
僚
の
友
達

に
頼
ま
れ
て
15
万
円
を
サ
ラ
金
か

ら
借
り
て
返
さ
な
い
ま
ま
連
絡
も

取
れ
ず
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

30
年
た
っ
て
、
今
年
の
４
月
に

突
然
知
ら
な
い
会
社
か
ら
返
金
の

催
促
状
が
来
ま
し
た
。

合
同
法
律
の
弁
護
士
に
相
談
し

た
ら
「
こ
の
会
社
は
、
不
良
債
権

を
買
い
取
り
、
請
求
書
を
郵
送
し

て
返
金
が
あ
れ
ば
食
い
下
が
っ
て

回
収
す
る
債
権
取
り
立
て
会
社
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
度
で
も
返
す
と
ど
こ
ま
で
も
追

い
か
け
て
く
る
の
で
返
さ
な
く
て

無
視
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
助
言

で
本
人
も
納
得
し
、
無
視
す
る
こ

と
で
解
決
。
喜
ん
で
お
礼
に
見
え

ま
し
た
。

相談事例
（その177)絵手紙

相
談
事
の
解
決
で

喜
ば
れ
て
い
ま
す 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言(

自

粛
や
休
業
な
ど
）
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
人
権
と
条
文
に

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

●
第
13
条
ー
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に

つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ

の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。

(

生
命
は
、
最
大
の
尊
重
を
必
要)

●
第
25
条
―
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

（
生
存
権
の
保
障
）

●
第
14
条
―
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
権
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
。
（
法
の
下
で
の
平
等
、
差
別
の
禁
止
）

●
第
21
条
―
①
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一

切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
証
す
る
。

（
集
会
の
自
由
）

②
検
問
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密

は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

●
第
22
条
―
何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、

居
住
、
移
転
及
び
職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。

(

移
転
の
自
由)

●
第
26
条
―
教
育
を
受
け
る
権
利
。

●
第
27
条
―
勤
労
の
権
利
。

●
第
32
条
―
裁
判
を
受
け
る
権
利
。

以
上
の
よ
う
な
条
約
に
か
か
わ
っ
て
来
ま
す
。
人
権
の

制
限
、
抑
圧
を
厳
し
く
見
つ
め
る
目
を
育
て
た
い
と
思
い

ま
す
。

運
営
委
員

広
滝
勝

シリーズ

ご存知ですか

【
市
民
税
・
県
民
税
の
減
免
制
度
】

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

「
少
額
所
得
者
の
減
免
」

に
つ
い
て

川
崎
市
に
は
、
市
民
税
・
県

民
税
の
納
付
が
困
難
な
方
で
、

「
市
税
条
例
施
行
規
則
」
で

定
め
る
金
額
以
下
の
方(

表
参

照)

は
、
市
・
県
民
税
の
減
額

か
免
除
が
受
け
ら
れ
る
川
崎

市
独
自
の
「
少
額
所
得
者
の

減
免
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
減
免
を
申
請
さ
れ
る
方
は
」

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら

減
免
申
請
書
お
よ
び
生
活
状

況
申
立
書
（
納
付
困
難
理
由

な
ど
の
記
載
）
を
市
税
事
務

所
市
民
税
課
へ
納
期
限
ま
で

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。減

免
制
度
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
申
し
立
て
に
よ
る
生

活
状
況
等
と
所
得
限
度
額(

表

参
照)

に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
「
納
税
通
知
書
」
は
、

６
月
10
日
前
後
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
「
免
税
申
請

書
」
及
び
「
生
活
状
況
申
立

書
」
を
申
請
し
ま
す
の
で
そ

れ
ま
で
提
出
し
な
い
で
下
さ
い
。

申
請
手
続
き
の
注
意
事
項

〇
今
年
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
と
の
関
係
で
、

「
集
団
申
請
」
は
し
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
方
法
で
申
請
相

談
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

６
月
23
日(

火
）

13
時
～
16
時

場
所

教
育
文
化
会
館
２
階

第
１
会
議
室

持
参
す
る
も
の

「
納
税
通
知
書
」
「
印
鑑
」

「
筆
記
用
具
」

〇
当
日
相
談
に
来
ら
れ
な
い

方
は
相
談
会
ま
で
に
年
金
者

組
合
の
役
員
に
「
市
民
税
・

県
民
税
減
免
申
請
書
」
及
び

「
生
活
状
況
申
立
書
」
記
入

の
上
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

〇
各
人
が
直
接
市
税
事
務
所

で
減
免
申
請
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

『
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
』

０
９
０-

３
５
０
２-

６
８
１
１

（
小
山
）

０
９
０-

１
７
６
８-

１
１
１
２

（
小
竹
）

段
ボ
ー
ル
絵
手
紙

新
婦
人
川
崎
南
支
部
エ
ン
ゼ
ル
班

星
野
路
子
さ
ん(

藤
崎
在
住
）

(2例)



不 動 産 問 題 2 7

後 見 ・ 相 続 3 17

そ の 他 5 35

合　　　　計 20

開設からの総合計
（2003年9月）

7340

99

離 婚 問 題 0 1

弁 護 士 等 の 相 談 2 2

交 通 事 故 0 0

子 供 問 題 0 0

架 空 請 求 0 1

税 金 ・ 年 金 0 4

市 へ の 要 求 1 1

多 重 債 務 0 0

就 職 ・ 仕 事 0 3

医 療 ・ 病 院 2 6

生 活 保 護 1 3

身 障 者 問 題 1 2

相談内容  　

件　　数

当月 1-5月合計

5 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（4月21日～5月20日に受けたもの）

住 宅 問 題 3 17

６月の予定

★無料法律相談日
６月１６日(火）変更もあり

午後18時30分～
予約が必要です。時間が限
られていますので要件はま

とめて。

★土・日・祝日は休み

中央地域
境町相談所

日本共産党中央地域
後援会事務所

「困ったとき・
迷ったとき」

ご相談ください。
午後 13時～16時
(土・日・祭日除く）

電話２３３-５８１２
所長 片柳すすむ

川崎市新型コロナウ
イルス関係相談窓口
●一般的な相談

044-200-0730
●発熱・呼吸器症状など
感染が疑われる方。
接触者相談センター

044-201-3189
●特別定額給付金コー

ルセンター
03-5638-5855

川崎市は0120-756-752

５
月
10
日
午
後
、
川
崎

区
大
島
に
住
む
大
貫
進
さ

ん
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
で

協
同
病
院
が
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
自
分
の

両
親
が
と
て
も
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
何
と
か
支
援

し
た
い
の
で
仲
介
の
労
を

取
っ
て
ほ
し
い
」
と
宮
原

所
長
に
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
医
師
、
看
護
師
、

職
員
の
マ
ス
ク
購
入
の
支

援
金
が
い
い
だ
ろ
う
と
な

り
30
万
円
の
寄
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
宮
原
所
長
は
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

何
ら
か
の
支
援
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
各
団
体
の

責
任
者
15
人
に
電
話
で
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
範
囲
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
と
訴
え
る
と
と
も
に
相
談
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
応
援
の
訴
え
を
４
０
０
人
に
届
け
10
万
円

寄
付
す
る
こ
と
を
決
め
、
13
日
に
医
療
生
協
の
桑
島

理
事
長
へ
届
け
ま
し
た
。

訴
え
に
こ
た
え
る
よ
う
に
、
次
の
日
に
３
名
か
ら

支
援
金
と
増
資
で
協
力
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
日
さ
ら
に
６
名
の
方
か
ら
23
万
５
千
円

さ
ら
に
つ
ぎ
の
日
は
３
名
で
２
万
３
千
円
の
寄
付
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
次
の
日
に
３
万
円
、
さ
ら
に
２

１
０
万
円
の
支
援
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
港
の
労
働
組
合
の
議
長
さ
ん
か
ら
組
合
員

に
訴
え
を
配
り
た
い
か
ら
と
１
０
０
枚
届
け
て
く
れ

と
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

「
医
療
生
協
川
崎
協
同
病
院
を
応
援

し
よ
う
」
の
呼
び
か
け
に
支
援
が
続
々

５月の相談
今月は、コロナウイルスの影響もあり、

10日間ほどセンターを閉めさせていただいた

が、短い期間に、困難を抱えた方が知人の紹

介や、再来所で訪ねて下さり、コロナウイル

スの流行に影響された問題も含めて寄り添い

解決の方向にお手伝いできました。

寄
付
金
を
届
け
る
右
か
ら

桑
島
理
事
長
、
宮
原
所
長
、

小
林
運
営
委
員

私
は
、
30
年
前
争
議
団
、
民
主

団
体
、
労
働
組
合
、
共
同
作
業
所
、

学
童
保
育
な
ど
、
多
く
の
団
体
、

個
人
の
皆
さ
ん
の
声
「
財
政
活
動

を
し
た
い
の
だ
が
・
・
・
」
を
聞

き
、
少
し
で
も
応
援
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
と
の
思
い
で(

有)

ユ
ニ
オ

ン
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
団
体
の
中
に
、
く
ら
し
の

相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
宮
原
所
長
の
「
行
動
力

と
困
っ
て
い
る
人
に
や
さ
し
い
姿

を
」
見
て
、
直
ぐ
相
談
セ
ン
タ
ー

の
応
援
団
の
一
人
に
な
っ
た
訳
で

す
。相

談
セ
ン
タ
ー
は
、
い
つ
も
財

政
的
な
悩
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
だ
よ
り
と
一
緒
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
夏
季

物
品
販
売
」
の

チ
ラ
シ
が
、
安
定
財
源
の
大
き
な

力
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
皆

様
方
の
協
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
定
番
そ
う
め
ん
、
お
つ
ま

み
類
な
ど
40
品
目
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
知
人
、
友
人
に
声
を
か
け

取
り
組
み
を
拡
げ
て
下
さ
い
。

今
ま
で
、
川
崎
市
内
か
ら
皆
様

の
注
文
を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、

事
情
が
あ
り
２
月
よ
り
協
力
会
社

(

名
古
屋)

よ
り
出
荷
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
注
文
を
い
た
だ
い

て
か
ら
６
～
10
日
位
、
お
届
け
日

が
か
か
る
事
を
ご
理
解
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

(

有)

ユ
ニ
オ
ン
セ
ン
タ
ー

富
岡
三
男

夏
季
物
品
販
売
に
ご
協
力
を

「春風献上復刻版」の知らせを読ん
でうれしい声が届いています。

＊懐かしく拝読、あの時代にもう一度還

りたいと思いますがこればかりは・・

(同級生で、同じ会社で働いていた友人)

＊「私もひとこと」に、母の名やご近所

だった方たち、又友人の名前もあって

二十数年前が鮮やかに思い出されます。

(地域に住んでおられた人)

＊「春風献上」拝受いたしました。初版

本を見てないので早速読み始め何故か

面白い、懐かしい、宮原さんの生い立

ち、親のこと、家族のこと、人柄がし

のばれて感動です。私も共産党一筋の

道をよくぞここまで来たもんだと感慨

深く読みました。野党共闘の新しい時

代、模索は続きますが、風雪の時代を

駆け抜けた人生に乾杯！(同年で共産党

の仕事をしていた人)

●いずれの方からも資金の援助がありま

した。ありがとうございました。

相談センター所長 宮原春夫


